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在宅ケアサービスネットワークの基盤

介護保険制度前における訪問看護ステーションの連携の状況
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目的　訪問看護ステーションの所属する事業体の特性と，地域ケアにおける他事業者との連携状

況につき明らかにすることを目的とした。

対象と方法　全国訪問看護ステーション3,178ヵ所に調査票を郵送し，1,548ヵ所（回収率48.7％）

より郵送で回収した。調査内容は，ステーション開設の経緯，同一の設置者等をもつグルー

プ内の医療福祉機関の状況，ステーションの管理体制および機能，対象者の状況，他サービ

ス提供事業者との連携の現状等であった。

結果と考察　グループ内に病院，診療所または老人保健施設のある訪問看護ステーションは

1,222ヵ所（78.9％）であり，医療サービスを提供する機関との連携を取りつつ訪問看護を

提供できる体制になっている訪問看護ステーションが約8割を占めていた。一方，医療サー

ビスを提供する機関をグループ内にもたないステーションでは，グループ内に医療サービス

を提供する機関のあるステーションと比較し，ホームヘルプサービス，福祉用具，住宅改

修，ボランティア団体との連携をとっている割合が高く，単独で運営する訪問看護ステーシ

ョンほど他の事業者と連携する傾向を示した。また，ホームヘルプサービス実施機関をグル

ープ内にもっている訪問看護ステーションほど，ホームヘルプサービス，住宅改修事業者と

の連携することが示された。

　今後，医療サービスを提供する機関との連携を強めていく訪問看護ステーションと，地域

の社会資源との連携を強めていく訪問看護ステーションに特徴付けられていくことが予想さ

れる。
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